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研究成果の概要（和文）：今まで 雑誌論文 計７ 件（単独）、図書計２件 （単独）の出版や
８件の学会発表（単独）がある。 
 
研究成果の概要（英文）：I have published 7 articles, presented 16 papers and one book 
chapter. One single-authored book is forthcoming in 2012. 
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１． 研究開始当初の背景 
第 2 次世界大戦後、国際社会において非伝統

的な安保問題(例:人権、拉致、不法難民、歴

史再検討、環境破壊、麻薬密売など)が「安保

イ シ ュ ー 化 」 ( 「 securitization 」 of 

non-traditional security issues) される傾向

を見せている。特に東北アジアの場合、各国

が国際化、民主化され(中国、韓国の場合)、

また後期産業化社会へと転移しながら(日本

の場合)、このような現象が著しく現われてい

る。中国と韓国の間における重要な非伝統的

な安保問題とは、北朝鮮の脱北者たちに対す

る法的定義と彼らの処遇に係わる人権イシ

ューである。日本の場合は 1970 年代に北朝

鮮によって拉致された日本人たちとその家

族に対する人権問題が重要な「人間の安全保

障(human security)」の問題として登場した。

また、アメリカの場合は「道徳的透明性

(moral clarity)」を国際関係の重要な哲学的

基盤とする現ブッシュ政府の北朝鮮人権の

安保問題化が注目され、これらの問題を取り

扱っている従来の研究の大部分は、問題と現

状の叙述に止まっており、その体系的な理論

化の努力が切実に必要な状況である。従って、

本研究は､北朝鮮脱北者らにそれぞれ異なる
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法的地位を与えて(中国は経済難民、アメリカ

は政治難民、韓国は北朝鮮離脱住民として定

義している) 、それぞれの政策(中国は放置と

抑圧手段の同時使用、韓国は積極的収容と支

援策、アメリカは象徴的収容策)を実施してい

る三国を対象に、その国の政策が登場した国

内的、国際的要因の相互作用を分析して理論

化することにその目的がある。 
 
２．研究の目的 
2006年10月9日、北朝鮮の核実験以後、国際

社会の金正日政権に対する圧力が高まってい

る。この状況の中、今後のシナリオの一つと

して台頭しているのが北朝鮮政権の崩壊であ

る。このシナリオが呼び起こす大きい憂慮の

一つはおびただしい数の北朝鮮難民の中国と

韓国への移動である。そのなか、2004年北朝

鮮人権法発効以後、少数人であるが、北朝鮮

人に難民の地位を付与し始めたアメリカを含

んだ3国の人権政策が重要なテーマとして浮

び上がっている。1995年に約3百万人の餓死

者が生まれたと推定されているが、その原因

となった北朝鮮の食糧不足事情は改善されな

いまま続いている。一方、韓国の経済力に対

する情報が中国国境域にある北朝鮮の北部中

心に広がり、脱北して韓国に定着する北朝鮮

人の数が毎年幾何級数的に増加している(韓
国統一省の2006年統計：96年86人、01年583
人、05年1,383人)。しかしもっと多くの北脱

者たちが中国の各地で身を隠していると推定

されており (中国政府統計：10,000人、韓国

政府統計：30,000人、国際NGO統計：300,0
00人)、さらに現在経済制裁措置等で窮地に追

い込まれている北朝鮮の経済状況がより悪化

する場合、北脱出者の数はもっと増えると予

想される。特に脱北者全体の60パーセントを

占めている北朝鮮女性たちに対する中国での

人身売買、不法強制結婚などの人権侵害はと

ても深刻な状況と見られる。この研究は米国、

中国、韓国の三国の北朝鮮脱北者に対する人

権政策を比較、分析すると同時に、性的に特

殊な問題として現われている難民女性たちの

人権問題も同時に研究しようとするものであ

る。 
 
３．研究の方法 
本研究は伝統的には安保イシューとされて
こなかった問題の安保問題化をアメリカ、中
国、韓国の北朝鮮脱北者に対する人権政策を
ケース研究として分析する。このために本研
究は文献研究のほかにも深層インタービュ

ーを中心とするフィールド調査を並行する。 
 
４．研究成果 
今まで 雑誌論文 計７ 件（単独）、図書計
２件（単独）の出版や８件の学会発表（単独）
がある。 
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